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近年ニガウリは、健康野菜の一つとして、注目を浴びている。国内で流通するのは緑

ニガウリが大半で、白ニガウリは、一定の需要はあるものの産地がない。また、市販の白

ニガウリは、本県で普及する緑ニガウリに比べて収量が少ない。そこで、今後のニガウリ

消費の安定や拡大を図るために、多収の白ニガウリを育成する。

「熊本 VB04」は以下の特徴を有する。

１．可販果収量は「白れいし」（タキイ種苗株式会社・白）に比べて多収であり、「えら

ぶ」（八江農芸株式会社・緑）とほぼ同等の収量である（図１）。

２．雌花節率は 60％程度であり「白れいし」に比べて高い（表１）。

３．果実色は白色で、果実の形状は肩が張る紡錘形である（写真１）。

４．果実の大きさは「白れいし」に比べてやや長く細い（写真１、表１）。

１．半促成栽培に適する品種である。雌花節率が高いため露地栽培では、訪花昆虫を利用

する交配を主とする場合は、変形果の割合が増えるため不適である。

２．本品種は、雌花が連続して着生しやすいため、連続した節への交配は草勢低下に繋が

るので避ける。また、交配開始時期に雄花不足が予想されるため、他品種の雄花を使用す

る。この時、雄花は白品種である必要ない。

３．本成果は、着果節位２０節以上、概ね４節に１果の結果に基づくものである。

４．草勢が強い時に果実上部が薄い緑色になることがある。

５．収穫目安は、果径６ｃｍ程度で、果皮につやがでてからとする。交配から１５～２０

日後が目安である。
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図１ 半促成作型の可販果収量

※括弧内数字については、各年ともに「えらぶ」を 100 とした指数

2011 年（定植：2 月 20 日、収穫期間：4 月 25 日～7 月 31 日）     

2012 年（定植：2 月 13 日、収穫期間：4 月 23 日～7 月 30 日）

「熊本 VB04」   「白れいし」

写真１ 育成白ニガウリ品種の果実形状

※スケールは 10cm

表１ 性表現および果実特性（2011 年）

注１）子づる３本仕立て、初期第 30 節および摘心位置から下位 20 節の着生花節を調査       

注２）ミノルタ CR-310 で測定  L*値：明度 100（白)～０(黒)、a*値：＋(赤)～－(緑)、b*値：＋(黄)～－(青)
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雌花節率 注 １

可販果
１果重

果実長 果実径

(％) (g) (cm) (cm) L*値 a*値 b*値

熊本VB04 66.0 290 21.4 6.3 71.2 -2.2 11.7

白れいし 27.3 299 19.3 6.6 66.9 -10.2 22.8

果皮色 注 ２

品種

（104）             （100）

（72）  

（103）  （100）


